
令和７年度　ワークおまち　事業計画　【内部】 
 
1.​ 法人理念 
　社会福祉法人昭友会は、高齢者・障害者の尊厳を保ち、一人ひとりの個性を尊重して、愛情豊
かで丁寧な福祉サービスを行う。また、地域社会と共存し、日常生活を通して理想的な高齢者・障
害者の福祉に貢献する。 　 
■​ 地域の福祉の中核となる法人を目指す。 
■​ 愛情豊かで丁寧な福祉サービスを行う。 
■​ ご利用者には敬老の精神で、ご家族には誠を尽くし信頼を得る。 
■​ 全ての職員が利用者様の目線に立った介護サービスを提供する。 
■​ 全ての職員が絶えず自己研鑽に努めて昭友会の発展に寄与する。 
■​ 他の介護サービス事業者の信頼と尊敬を得られる事業所作りを目指す。 
 
2.​ 基本方針 
■​ 障害者が自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、障害者に対して就労の

機会を提供するとともに、生産活動その他の便宜を適切かつ効果的に行います。 
■​ 障害者が生活能力の向上のために必要な訓練を行い、及び社会と交流を図ることができる

よう支援します。 
■​ 障害者の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて適切かつ効果的な指

導及び相談・助言を行います。 
 
3.​ 年間目標稼働率　 
【就労継続支援B型】 

営業日数 利用者数 年間稼働率 
253日 3,542／5.060（人） 70％ 

�​ 営業計画 
　・相談支援専門員との関係構築と障害者自立支援協議会等への部会に参加し、横の連携を強

化していく。 
　・介護支援専門員とも関係構築を図り、介護サービスとの連携に努める。 
　・支援学校との連携も図り、積極的に学生の実習受け入れをしていく。 
�​ 今年度の目標と行動 

 
1.​ 職員育成と生産活動（工賃）の向上を図る 

　　＜目標＞ 
1​ 入職者に対して指導計画に基づいて、指導・育成を行っていく。 

 
2​ 生産収益の向上を図るため、販路先の拡充、施設外就労先の拡充を図る。 
 

　　＜行動＞ 
1​ 常勤・非常勤毎に指導マニュアルを作成します。どの段階でどこまでの業務を行う

のかを設定して、管理者及び指導者がチェックします。 
 

2​ 生産活動の見直しを行います。必要なものから優先順位を決めて、改善する中で
生産性の高いものを考え商品にしていきます。 
利用者獲得の営業と共に販路先の拡充のための営業も同時に行います。 
 

2.​ 報告連絡相談の徹底 
報告連絡相談を徹底して業務を行います。 
・毎日の朝礼で業務の確認、当日の注意事項等を共有します。 
・保護者に対しても報告連絡相談を徹底します。 
・職員間で特に相談と報告を怠らないように取り組みます。 
 



3.​ 研修等を通じた自己研鑽 
内部外部を問わず、研修に参加する機会を設け、自己研鑽に努めます。 
 

 
4.​ 年間行事 
 行事予定 予算 
４月 お花見 3,000 
５月   
６月   
７月 七夕 3,000 
８月 夏祭り 10,000 
９月   
１０月 ハロウィン 3,000 
１１月   
１２月 クリスマス 10.000 
１月 初詣 4,000 
２月 節分 3,000 
３月 ひな祭り 3,000 

合計① 23.000 
 
5.​ 各委員会 

委員会 担　当 
事故防止検討委員会 職業指導員 
身体拘束防止（虐待防止）委員会 生活支援員 
感染防止委員会 職業指導員 
苦情解決検討委員会 サービス管理責任者 
非常災害・防犯対策委員会 管理者 

 
 ①開催頻度 ②通常の役割 ③職員会議時の役割 

事故防止 定例毎月 
その他必要時 

・事故報告書の最終防止対策を
決める。 
・事故報告書、ヒヤリハットを1ヶ
月毎まとめる。 

事故報告書等まとめたも
のを会議時発表する。 
研修(2回/年)予定 

身体拘束防止 
（虐待防止） 

定例3ヶ月に1回 
その他必要時 

・情報収集及び観察 
・身体拘束発生時などに委員会
の開催 

委員会の報告 
研修(2回/年)予定 

感染症防止 定例奇数月 
その他必要時 

・効果的な感染防止対策の実践
指導、監督 

委員会の報告 
施設外研修の報告など 
研修(2回/年)予定 

苦情解決 苦情が挙がった時 
定例3ヶ月に1回 

・施設の課題を集約し、苦情対策
の方針・計画を定め実践を推進
する 
・決定事項や具体的対策・接遇の
やり方等を施設全体に周知する
ための窓口となる 
・施設における問題を把握し、問
題意識を共有・解決する場となる 

委員会の報告 
研修(1回/年)予定 

非常災害・ 
防犯対策 

２回／年 
その他必要時 

・非常災害に備えて訓練の計画、
実施 
・近隣との協力体制の構築 

委員会の報告 
 



・防犯対策の計画、実施 
 
6.​ 会議等 
 ①開催頻度・日時等 ②通常の役割 

職員会議 １回／毎月 
第4週の 
火曜日 
10：00～ 

事業所の運営方針について共通認識を
持つための会議 

研　修 １回／毎月 第4火曜日 年間計画に沿って実施する。 
 
�​ 人材育成 
基本方針 

●​ 職員は、介護・医療に関する知識・技術の向上に努める。 
●​ 職員が、持っている知識・技術を他の職員へ伝えることで、自らも成長する。 
　 内　容 備　考 

４月 ハラスメントについて 　 

５月 発達障害の理解と支援 　 

６月 自閉スペクトラム症の理解と支援 　 

７月 虐待防止の取り組み 　 

８月 精神障害の理解と支援 　 

９月 非常災害時の対応 　 

１０月 苦情について 　 

１１月 緊急時の対応と事故対策 　 

１２月 感染症対策と蔓延防止 　 

１月 多動性障害の理解と支援 　 

２月 身体拘束廃止の取り組み 　 

３月 学習障害の理解と支援 　 

 
7.​ 防災計画（消防訓練の年間計画） 
基本方針 

１）　火災が起こらないよう細心の注意を怠らないこと。 
２）　災害が発生した時は、入居者の安全を最優先すること。 
３）　災害の発生を常に考えて、避難経路の確保・消火設備の取り扱い等、日頃より注意を怠ない

こと。 
４）　万一の災害時における対処に支障のないよう、定期的に防災訓練を実施する。 

特に新入社員、パートタイマーの採用時は研修を徹底する。 
５）　夜間時災害を想定した防災訓練を実施する。 
６）　台風・地震などの天災の発生を想定した準備を万全にしておく。 
７）　災害に備え、地元消防団・地元自治会等の関係機関との連携を密に行う。 
８）　職員・入居者に対して日頃より防災意識を高める為、防災教育を実施する。 
９）　災害発生に備え、連絡網の整備を図る。 



１０）災害発生に備え、定期的な消防設備等の自主点検に努める。 
 

実施月 実施訓練内容 

４月 防火・防災教育 

６月 総合消防訓練（消火訓練） 
１０月 総合避難訓練（避難誘導訓練） 
１月 防火・防災・減災・避難等総合研修 

 


